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令和２年７月豪雨の復旧状況と球磨川の流域治水について

国土交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所

所長 飯島 直己

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

第５１回技術士全国大会
第１分科会

令和７年１０月２６日

土地利用の変化

産 業
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【工業等】

■下流の八代市では、球磨川の水を利用した

製紙業、金属製品業等の工場が立地。

■河口付近の八代港は重要港湾に指定されてお

り、南九州の拠点工業港として発達。

【球磨川河口付近に位置する八代港】【農業等】

■氾濫原の八代平野では、米・イ草の二毛作が盛ん。最近ではハウス

栽培が盛んで、トマトの生産高は全国有数。

■上流部は穀倉地帯を形成。米焼酎造りが盛ん。

１．流域の概要 球磨川水系

○球磨川は幹川流路延長115km、流域面積1,880㎞2の一級河川であり、その流域は熊本県、宮崎県、鹿児島県の３県にまたがり、
4市5町5村を抱えており、その大部分を熊本県が占めている。

○流域の約９割を森林が占めており、人口・資産は下流平野部と人吉・球磨盆地に集中。

流域及び氾濫域の諸元

球磨川流域図 地形・地質特性

主要都市

流 域 界

凡 例

川辺川流域

■全体的に円形の形状と
なっており、球磨川や川
辺川の上流域は、国見岳、
銚子笠、市房山、白髪岳
などの高峰がそびえ九州
山地の一部を成している。

出典）土地分類図（地形分類図）熊本県 昭和48
年（1973年）（経済企画庁総合開発局）をもと
に作成

昭和51年 平成9年 平成21年 平成28年

山林等田畑等宅地等年

88.6%10.0%1.4%S51

87.8%10.3%1.9%H9

88.4%9.1%2.5%H21

88.6%8.6%2.8%H28

■森林が全体の約9割を占める。

経年的に大きな土地利用の変化は見られない

流域面積(集水面積)：1,880km2

幹川流路延長 ：115km

流域内人口 ：約12万人

想定氾濫区域面積 ：約160.0km2

想定氾濫区域内人口 ：約13.3万人

主な市町村：八代市、人吉市、芦北町、

錦町、あさぎり町、多良木町、

湯前町、水上村、相良村、

五木村、山江村、球磨村等

出典）H27河川現況調査

【その他産業】
■球磨川中・上流部では、アユ釣りが盛んであり、多くの釣り人が
球磨川の尺アユを求めて訪れている。

■日本三急流と称され、多くの観光客が球磨川下りを楽しんでいる。

［アユ釣り］ ［球磨川下り］

球磨川

川辺川

○扇状地／干拓で広がった低平地
○山間狭窄部の出口で大きく湾曲

河床勾配：約1/7,000

○約43kmの長区間にわたる山間狭窄部
○河床勾配：約1/300～1/1,000

○本川とほぼ同規模の流域面積を持つ最大支川
川辺川が合流

○河床勾配：1/500～1/700

○盆地を貫流後、山間狭窄部へ流下

①下流(河口)部

②下流(平野)部

水衝部

扇状地

八代市街地

③中流(山間狭窄)部

散在する
集落

⑥源流(山地)部

山間狭窄部の出口

人吉市街部

山間狭窄部
の入口

④上流(盆地)部

ＪＲ肥薩線

○八代海の干満の影響を受け干潟を形成
○球磨川源流：熊本県球磨郡

水上村銚子笠(1,489m）

銚子笠
市房山

国道２１９号

⑤上流(盆地)部

、

１．流域の概要（国管理区間） 球磨川水系
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▲

山間狭窄部

川辺川合流点

球磨盆地の出口

山間狭窄部の出口

人吉市街地

▲

低平地

水衝部

（山間狭窄部の入口）

主要都市

流 域 界

川辺川流域

球磨川上流域

凡 例

流域外の
浸水想定区域

球磨川流域

○流域の地形は、下流部の「河口部」「平野部」、中
流部の「山間狭窄部」、上流部の「盆地部」、「源流
部(山地)」に大別。

○人吉盆地で支川川辺川が合流。
○盆地部の末端において川幅が絞られ、その後、山

間狭窄部を流下。
○山間狭窄部を抜けると扇状地が広がり、扇頂付近

で流路が北から西へ変化し、河口に至る。
○多くの急流支川が人吉・球磨盆地に流入しており、

山地部に降った雨がすり鉢状の盆地に集まる地形
となっているため、繰り返し洪水被害が発生。

流域図（観測所位置図）

１．流域の概要 降雨特性 球磨川水系
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※人吉の雨量は気象庁データにて整理

昭和40年7⽉洪⽔（梅⾬）

昭和57年7⽉洪⽔（梅⾬） 令和2年7⽉洪⽔（梅⾬）

3

0

20

40

60

80

0

20

40

60

80

0

20

40

60

80

0 12 0 12 0 12 0 12 0
0

20

40

60

80

降

水

量

（mm）

9月4日 9月5日 9月6日 9月7日

多 良 木

五 木

人 吉

八 代

平成17年9⽉洪⽔（台⾵）

降雨特性

平均月別降水量（2001年～2020年の平均値）

■降水量の大部分は梅雨期に集中。
■年平均降水量は約2,850mmであり、全国平均
の約1,750mmと比べると約1.6倍。

・梅雨前線の影響により４日間にわたって断続的に

降雨が継続。球磨川全域で降雨量が多く、特に球磨

川及び川辺川上流域で降雨量が多い。

・梅雨前線の影響による降雨。球磨川全域で降雨量が多い

・台風が九州の西岸を北上することに伴った降雨。

球磨川及び川辺川の上流域で降雨が多い。

・梅雨前線の影響により線状降水帯が形成され、

中流から上流部で観測開始以来最大の降雨を記録。

〇球磨川流域は、梅雨前線の影響を受けやすく、過去の主要な洪水は７月に発生。流域は急峻な山々に囲まれていることから、流域全体に降雨が広がると一気に河
川の水位が上昇しやすい。

〇令和２年７月豪雨では流域全体に線状降水帯がかかり続け、時間雨量３０ｍｍを超える激しい雨が数時間にわたって連続して降り続き、中流部から上流部、川辺川
で観測史上最大の降雨を記録、甚大な洪水被害が発生。

〇台風期には、台風の北上に伴い、九州山地に接する上流域で降雨が多く、特に、九州の西岸を北上した場合、短時間降雨・総雨量とも多くなる傾向がある。一方、
九州の東岸を北上した場合は比較的少ない傾向。
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等雨量線図

 中流域に強い雨域が集中

凡例（㎜）

レーダー雨量

令和２年７月豪雨
２４時間雨量

時間30mmを超える激しい雨が約8時間にわたって連続

4

（7月4日 6時頃 気象庁ＨＰより）

天気図

人吉

横石

〇梅雨前線が九州北部地方まで北上し、低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、球磨川流域では線状降水帯が形成され時間雨量
30mmを超える激しい雨が約８時間にわたって連続して降り続いた。特に中流域に強い雨量が集中しており、基準地点上流域の流域平均雨量は人吉
上流で12時間322mm、横石上流で12時間346mmを記録。

２．主な洪水と治水対策 河川整備基本方針策定以降の治水対策について 球磨川水系球磨川水系令和２年７月豪雨について - 降雨 -

観測史上最大
約322mm/12h

年最大12時間雨量の経年変化（人吉上流域）

河川整備基本方針（現行）策定

工事実施基本計画策定

河川整備基本方針(現行)の計画降雨量262mm/12hr

観測史上（６８年間）で最大となる雨量を記録

観測史上最大
約346mm/12h

年最大12時間雨量の経年変化（横石上流域）

河川整備基本方針（現行）策定

工事実施基本計画策定

河川整備基本方針(現行)の計画降雨量261mm/12hr

観測史上（６８年間）で最大となる雨量を記録

第1回豪雨検証委員会（令和2年8月25日時点）

〇球磨川本川では、河口から約１３ｋｍに位置する横石観測所（八代市）、中上流部及び支川川辺川（国管理区間）の各水位観測所において、計画高水
位を超えるとともに、人吉水位観測所などでは戦後最大の洪水被害をもたらした昭和４０年７月洪水や昭和５７年７月洪水を上回る水位を記録。

○渡観測所及び人吉観測所では、計画高水位を超過後に欠測。

位置図

はん濫注意水位 6.00m

水防団待機水位 5.00m

 8.07 (09:00)

18:0018:00 0:00 6:00 12:00
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

↑

水

位

（ｍ）

： 観測所実績値柳瀬観測所(国) <川辺川 2.27km> ：観測所実績値
（テレメータ）
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令和２年７月豪雨について - 水位 - 球磨川水系

はん濫危険水位 8.70m

はん濫注意水位 6.00m

水防団待機水位 5.00m

計画高水位 11.33m
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7:30以降欠測

はん濫危険水位 3.40m
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計画高水位 4.07m
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8:30以降欠測
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計画高水位 10.52m
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※柳瀬水位観測所は、S26.7より自記観測開始

※人吉水位観測所は、S26.11より自記観測開始

※R2.7洪水：ロガーデータにより水位を補完

：7月4日8:30以降欠測

※渡水位観測所のS40.7は普通観測値。
                  S54.4より自記観測開始

※R2.7洪水：7月4日7:30以降欠測

※本資料の数値は「速報値」
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第1回豪雨検証委員会（令和2年8月25日時点）
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球磨川：横石地点 約12,600m3/s

約12,000m3/s
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球磨川：人吉地点

約7,400m3/s

約7,900m3/s

〇基準地点人吉及び横石における推定最大流量は約7,900m3/s、約12,600m3/sであり、基本高水のピーク流量7,000m3/s、9,900m3/sを
上回った。
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位置図

２．主な洪水と治水対策 河川整備基本方針策定以降の治水対策について 球磨川水系球磨川水系令和２年７月豪雨について - 流量 -

流出解析結果（m3/s）実績再現
ピーク流量

（m3/s）

河川名
観測
所名 市房ダム・

氾濫戻し流量
氾濫戻し

流量

約３，４００約３，４００約３，４００川辺川柳瀬

約３，８００約３，３００約３，３００球磨川一武

約７，９００約７，４００約７，０００〃人吉

約１０，４００約９，８００約８，４００〃渡

約１２，６００約１２，０００約１１，２００〃横石

観測所毎のピーク流量算出結果

※渡地点の実績再現ピーク流量は、氾濫解析により求めた ピーク流量に基づき推定しているが、横石地
点は実績 ピーク水位から推定するなど、それぞれの算出方法が 異なっているため、実績再現ピーク流量
と氾濫戻し流量との関係性が上下流で整合していない。

【参考】
球磨川水系河川整備基本方針の概要
（H19.5策定）
【計画諸元】
基準地点 ：人吉、横石
計画規模 ：人吉1/80、横石1/100
計画降雨量 ：262mm/12時間（人吉）

261mm/12時間（横石）
基本高水のピーク流量：

7,000m3/s（人吉）
9,900m3/s（横石）

基本高水のピーク流量
9,900m3/s

基本高水のピーク流量
7,000m3/s

第1回豪雨検証委員会（令和2年8月25日時点）
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〇球磨川本川上流域の被害は比較的少ないが、支川川辺川合流点付近から球磨川中流部では至る所で浸水被害や家屋倒壊
が発生し、約１，０２０ｈａ・約６，１１０戸 の浸水被害を確認。

〇支川川辺川においても、約１３０ｈａ・約１７０戸（柳瀬橋上流）の浸水被害が発生（熊本県調査結果による）。
〇球磨川直轄管理区間では、２箇所の堤防決壊が発生し、橋梁１４橋の流失など国道や鉄道などの甚大な被害も発生。
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坂本橋流失(16k900付近)

松本橋流失(43k000付近)

堤防決壊(右岸56k400付近)

新村橋流失(1k200付近)

国管理区間

国管理区間

国管理区間

国管理区間 国管理区間

国管理区間

国管理区間

球
磨
川→

①

②

③

⑦ ⑥

④

①

② ③
④ ⑤

⑥

⑤

⑦

令和２年７月豪雨について - 流域の被害状況 - 球磨川水系

洪水痕跡

過去に宅地かさ上げした家屋が４ｍ程度浸水
（芋川地区）

坂本支所周辺の家屋等は軒下まで浸水

球磨川右岸から約50m離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区） 球磨川右岸56k400付近での堤防決壊

西瀬橋の流失

氾濫流が人吉市街部を流下し
青井阿蘇神社の禊橋の鳥居も水没

提供︓⼈吉市⺠

7⽉4⽇午前撮影

洪水痕跡

高さ３ｍ付近に洪水痕跡を確認
（国道４４５号通り）

ＪＲ坂本駅

坂本支所

第1回豪雨検証委員会（令和2年8月25日時点）

4 5

6 7
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○萩原（八代市）水位観測所では、昭和４０年７月洪水や昭和５７年７月洪水を上回る水位を記録
最高水位：５．２８ｍ（Ｒ２年７月４日12時20分） ※計画高水位：５．３６ｍ

新萩原橋

令和２年７月豪雨について – 出水状況（八代市） - 球磨川水系

新前川堰

球磨川堰

6k400付近 新萩原橋付近 (R2.7.4撮影)
新萩原橋 （令和２年７月４日 11:50頃 撮影）

○仮に萩原地区の堤防が決壊し氾濫した場合には、計画規模の浸水想定区域図と同程度の浸水が八代
市の広範囲で発生していたものと推測される。

下流部
球磨川水系球磨川洪水浸水想定区域図（計画規模）

八代市
←前川

←南川 ←球磨川

9

令和２年７月豪雨と萩原堤防について 球磨川水系

10

中谷橋

坂本橋

○
球磨川

中谷川

八代市
坂本支所

○ １６ｋ

○ １７ｋ
坂本駅

油谷川

凡例

浸水範囲

橋梁流失

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示

○中流部で山間狭窄部の八代市坂本町では、宅地かさ上げを実施した箇所においても浸水し、洪水流により橋梁上部工が
流失するなど未曾有の被害が発生。

令和２年７月豪雨洪水状況 坂本地区

洪水痕跡

３ｍ程度浸水したＪＲ坂本駅

球磨川

R2.7.4撮影

令和２年７月豪雨について – 出水状況（球磨村神瀬地区） -

○中流部で山間狭窄部の球磨村神瀬地区では、洪水流により神瀬橋梁上部工が流失するなど未曾有の被害が発生。

11

8 9

10 11



2025/10/23

4

球磨川

○ ３７ｋ

川内川

神瀬橋

神瀬

○

凡例

浸水範囲

橋梁流失

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示

○中流部で山間狭窄部の球磨村神瀬地区では、洪水流により神瀬橋梁上部工が流失するなど未曾有の被害が発生。

2

3

写真番号No.

３．５ｍ程度浸水した神瀬福祉センター前
（神瀬地区）

写真②
洪水痕跡

３ｍ程度浸水した神瀬橋付近

写真③

洪水痕跡

６ｍ程度浸水した神瀬地区

写真①
洪水痕跡

1

嵩上げ高

12

令和２年７月豪雨について – 被害状況（球磨村神瀬地区） -

13国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

凡例

浸水範囲

橋梁流失

令和２年７月豪雨について - 被害状況（球磨村渡地区） -

○山間狭窄部の入り口である球磨村渡地区では、約７０ｈａ、約１３０戸に及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も 確認。

14

令和２年７月豪雨の被害状況（球磨村渡地区・人吉市街部） 令和２年７月豪雨について - 被害状況（人吉市街部） -

15

山田川

人吉出張所

○

球磨川

○ ６０ｋ○

○ ６１ｋ

繊月大橋

人吉大橋

人吉橋

胸川水の手橋

○
4

5

凡例

浸水範囲

写真番号No.

熊本県調査により確認された浸水範囲を概略で図示。 ※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真⑥

写真④ 7⽉4⽇午前撮影

提供︓⼈吉市⺠

写真⑤

水の手橋

洪水痕跡

洪水痕跡

氾濫流が人吉市街部を流下し
青井阿蘇神社の禊橋の鳥居も水没

高さ３ｍ付近に洪水痕跡を確認
（国道４４５号通り）

堤防を２m程度上回る高さに洪水痕跡を確認
（水の手橋下流右岸）

球磨川水系

6

○人吉市街部において、約５１８ｈａ、４，６８１戸にも及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も発生。

12 13

14 15
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令和２年７月豪雨の被害状況（球磨村渡地区・人吉市街部）

○国宝青井阿蘇神社の洪水痕跡を比較すると、令和２年７月豪雨による洪水は、昭和４０年
７月洪水を上回り、寛文９年（１６６９年）洪水と同程度の浸水深であった。

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。 16
※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

〇令和２年７月豪雨では、戦後最大の洪水により甚大な被害が発生したことや人吉・球磨盆地が急峻な山々に囲まれたすり鉢状の地形となっており、
複数の急流支川が流れ込み、さらに盆地の下流側が山間狭窄部となり、豪雨時には水位が上昇しやすいという流域の特徴を踏まえ、国、県、市町村
等が連携し、河道掘削、堤防整備（堤防補強）、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地等の取り組みを集中的に実施することにより、令和２年７月洪水と同規
模の洪水に対して、越水による氾濫防止※（人吉市の区間等）、家屋の浸水防止※（中流部）など、流域における浸水被害の軽減を図る。

※新規ダム並びに既設ダムの再開発による洪水調節の効果を含む

令和6年2月時点

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川整備計画の過程でより具体的な対策内容を検討する。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、引堤、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地 堤防補強 等

・流水型ダム、市房ダム再開発※ ※調査・検討に令和３年度から本格着手

・土砂・洪水氾濫対策の実施
・砂防関係施設の整備
・下水道等の排水施設の整備
・雨水貯留、雨水浸透施設整備
・水田の貯留機能向上
・ため池の補強、有効活用
・農業水利施設の整備
・森林の整備・保全、治山施設の整備、砂防治山の勉強会
・流域流木対策（林野部局との連携強化）

・利水ダム等６ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 等
（関係者：国、熊本県、電源開発（株）、九州電力（株）、あさぎり町 等）

掘削土の活用による復旧復興の基盤整備への支援等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・排水門等の整備や排水機場等の耐水化
・避難行動、水防活動に資する基盤等の整備
・避難を判断するための情報伝達

【球磨川流域タイムラインの運用・改善、危機感共有と命を守る災害報道連携会議など】
・水害リスクの周知
・平時からの住民等の防災意識醸成

【コミュニティタイムラインの策定・活用、浸水標識設置など】
・防災活動の着実な実施・連携体制の構築
・地域と連携した排水活動及び訓練、施設運用
・水害被害を補償する保険への助成  等
※今後関係機関と連携し対策検討

■被害対象を減少させるための対策
・まちづくりと連携した高台への居住誘導

【防災集団移転促進事業の実施など】
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）・移転促進
・不動産取引時の水害リスク情報提供
・土砂災害特別警戒区域からの移転促進
・土砂災害警戒区域等の指定による土砂災害リスク情報の充実化
・二線堤、自然堤防の保全 等
※今後関係機関と連携し対策検討

水田の貯留機能向上

治山ダ
ム

山腹工

流木捕捉式治山ダム

森林の整備・保全 治山施設の整備

（貯留効果が大）

（貯留効果が小）

・河川の生態系を保全し、生物環境の
改善を図りながら自然と調和したハード
整備の推進

球磨川水系流域治水プロジェクト
～流域のあらゆる関係者が協働し、まちづくりと連携した治水対策の推進～

球磨川水系第９回球磨川流域治水協議会説明資料より引用

17

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトメニューの実施計画

災害復旧工事

球磨川
【国管理】

堆積土砂等の掘削

遊水地（本川）

河道掘削（中流部）

【第一段階】 【第二段階】

堆積土砂の撤去

河道掘削（人吉地区）

輪中堤・宅地かさ上げ

球磨川水系
【国、県管理】 維持掘削の継続

引堤

市房ダム再開発※

河道掘削 等
球磨川
支川

【県管理】

流水型ダム※

御溝川放水路

河道掘削［拡幅部］（人吉地区）

集水域での対策

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
・
減
ら
す
た
め
の
対
策

R2年度 R11年度

堤防整備、事前放流支援に対する河川改修、
遊水地（支川） 等

R2～R3出水期まで

※調査・検討の結果を踏まえて、事業期間等を決定

３次放水路

【令和3年度出水期まで】可能な限りの堆積土砂の撤去及び堤防決壊箇所の本復旧を実施する
【第一段階】堆積土砂の撤去、災害復旧工事を進めるとともに上下流バランスを考慮の上、河道掘削を最大限実施し進捗を図る。輪中堤・

宅地かさ上げをまちづくり等と連携して完成させる。また、遊水地、引堤等に必要な用地確保に着手。県区間においては放水路
整備や河道掘削等を推進。流水型ダム、市房ダム再開発の調査・検討に着手し進捗を図る。

【第二段階】早期に遊水地（本川）を完成。河道掘削[拡幅部]（人吉地区）、引堤、県区間堤防整備、遊水地（支川）等の完成。引き続き流水
型ダム、市房ダム再開発の進捗を図る。

２次放水路

18

0% 100%

57%
設計・検討

工事

51%
130/254（万m³ ）

・人吉市中神地区

設計・検討

用地補償

工事

0%

100%

82%

0%

100%

12.77/15.40(ha）

・人吉市大柿地区

設計・検討

用地補償

工事

0%

50%

87%

0%

100%

14.48/16.56(ha）

・相良村柳瀬地区

設計・検討

用地補償

工事

0%

100%

93%

45%

92.9/9.99(ha）

6.8/15.1(万m³）

・球磨村渡地区

設計・検討

用地補償

工事

0%

93%

79%

5%

100%

21.44/27.08(ha）

5.3/106.5(万m³）

※設計・検討の進捗率は延長ベース（設計完了延長/掘削予定延長）で算出

0% 100%

67%
設計・検討

用地補償 0%

工事

0%

※設計・検討の進捗率は工程ベース（予備設計・詳細設計等の段階）で算出

※設計・検討の進捗率は工程ベース（予備設計・詳細設計等の段階）で算出
※上記地区以外にも球磨川上流部において遊水地整備を検討中。

0% 100%

100%
設計・検討

用地補償

90%

工事

8%

3.37/3.74(ha）

2.4/29.9(万m³）

※設計・検討の進捗率は工程ベース（予備設計・詳細設計等の段階）で算出

0% 100%

100%
設計・検討

用地補償

89%

工事

19%

31/31（箇所）

6/31（箇所）

106/119（件）

※設計・検討の進捗率は箇所ベースで算出

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況【国管理】（R7.8末時点）

災害復旧
堆積土砂撤去

河道拡幅河道掘削

引堤輪中堤
宅地かさ上げ

遊水地

0/46（万m³ ）

災害復旧

0% 100%

100%

100%

171/171（箇所）

堆積土砂撤去 125/125（万m³）

★緊急治水対策プロジェクト全体予算 1,268億円 （事業期間：令和２年度～令和１１年度）

〇災害復旧 ： 令和４年出水期までに国（３１カ所）、令和５年５月に権限代行（１４０カ所）の計１７１カ所の復旧完了。
〇堆積土砂撤去 ： 令和２年７月豪雨で堆積した土砂１２５万㎥は令和４年１月末に掘削完了。
〇河道掘削 ： ２５４万㎥を目標に掘削中。令和７年８月末時点で約１３０万㎥を掘削完了。
〇河道拡幅 ： 令和６年度より人吉地区の河道拡幅に向けた現地調査、設計に着手。今後４６万㎥を拡幅予定。
〇輪中堤・宅地かさ上げ ： ３１地区中２９地区で工事に着手し、そのうち６地区で工事完了。
〇引堤 ： 令和５年度より渡地区の引堤工事に着手済み。
〇遊水地 ： 各遊水地において現地調査、設計に着手し、そのうち渡地区・柳瀬地区において施工中。中神地区にて今回着手。

19

16 17

18 19



2025/10/23

6

○国管理区間では、堤防決壊２箇所の災害復旧工事を実施し、令和３年５月末までに本復旧を完了した。

球磨川

❷堤防決壊箇所（球磨川左岸55.0k付近）

球磨川

本復旧実施中

R3.3撮影

本復旧実施中

本復旧状況

R3.5撮影

R3.4撮影

本復旧状況

R3.5撮影

堤防決壊状況堤防決壊状況

❶堤防決壊箇所（球磨川右岸56.4k付近）

：被災箇所（本復旧完成）

球磨川

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況＜災害復旧＞

【位置図】

20

21

【被災状況】 【復旧完了】

○令和２年７月豪雨により被災した、護岸等の被災２９箇所について、令和４年出水期までにすべて
完了。

【被災状況】 【復旧完了】

R4.5撮影

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況＜災害復旧＞

R4.6撮影

❷ 球磨川左岸8K800付近
（八代市渡町）

⓫ 球磨川左岸１８Ｋ０００付近
（八代市坂本町合志野）

R4.6撮影

R2.7撮影

R2.7撮影

R2.7撮影

球磨川右岸43k200付近
（球磨村一勝地）

⓱

R4.1撮影

⓲ 球磨川左岸42k000付近
（葦北郡芦北町告）

R4.6撮影R2.7撮影

：被災箇所（本復旧完成）

【位置図】

21

○権限代行９河川における護岸等の被災箇所について、約１４０箇所の全ての復旧を完了し、令和５
年５月末に熊本県へ引き渡しを完了。

球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況＜権限代行区間＞

R5.1撮影

①市之俣川

⑤中園川

②川内川

【施工完了】【施工
前】

⑥小川

【施工完了】【施工
前】

【施工完了】【施工
前】

【施工完了】【施工
前】

22

23球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況＜輪中堤・宅地かさ上げ＞

○輪中堤・宅地かさ上げについて、県及び関係市町村と連携を図ったうえで対象となる各地区で事業説明会等
を令和３年３月から順次開催（３市町村 計３４２回開催 ※令和７年９月末現在）。

○事業説明会にて施工計画やスケジュール、宅地かさ上げ事業に係る補償について説明を実施。
〇八代市、球磨村、芦北町、全３１箇所のうち２９箇所で、輪中堤・宅地かさ上げ工事に着手し、うち７箇所
で工事が完了している。

対象地区
⼋代市：３地区１５箇所（うち着⼿１４箇所）

芦北町：１地区５箇所（うち着⼿５箇所
）
球磨村：２地区１１箇所（うち着⼿１０箇所）
計 ：６地区３１箇所（うち着⼿２９箇所）

狭窄部
輪中堤・かさ上げ区間
〈６地区３１カ所〉

【芦北町告地区】進捗状況

⼯事着⼿前 R7.1 施⼯中 R7.9末時点

球磨川 球磨川

【⼋代市藤本地区】進捗状況

球磨川球磨川

⼯事着⼿前 R6.12 施⼯中 R7.9末時点

23
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○球磨川河道内の掘削を行っており、これまでに合計約２５７万ｍ³を掘削完了。そのうち、令和２年７月豪雨により堆
積した土砂約１２５万ｍ³を令和４年１月末に掘削完了。さらに令和７年９月末までに約１３２万ｍ³を掘削完了。

○引き続き、河道掘削を推進していく。
○令和６年度より人吉地区の河道拡幅に向けた現地調査、設計を進めるとともに地元説明及び関係機関との協議

に着手

24球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況＜河道掘削・河道拡幅＞

芦北町芦北町

八代市八代市

着手前（R6.6）

①

② ②

①

工事中（R7.9）
球磨川

球磨川 球磨川

着手前（R6.2） 完了後（R6.7）

工事着手前 工事完了後

工事着手前 工事中【河道掘削】

【河道拡幅】
人吉地区河道拡幅予定範囲

人吉地区河道拡幅地元説明（R7.3.22）
【人吉市小柿地区】

球磨川

③ ③

銚子笠(1,489m）

人吉市

球磨村

五木村
水上村

山江村

湯前町

あさぎり町

錦町

▲

芦北町

川
辺
川

八代市

相
良
村 多良木町 市房ダム

やつしろし

いつきむら

みずかみむら

ゆのまえまち

ちょう

にしきまち

やまえむら
さ
が
ら
む
ら

くまむら

ひとよしし

あしきたまち

いちふさ
たらぎまち

▲

①

②

：施⼯中箇所
：施⼯完了箇所
：河道拡幅箇所

③

球磨川

24

25球磨川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗状況＜引堤・遊水地＞

＜⽤地調査・協議中＞
・相良村柳瀬地区（遊⽔地）
・球磨村渡地区 （遊⽔地、引堤）
・⼈吉市⼤柿地区（遊⽔地）
・⼈吉市中神地区（遊⽔地）
・錦町柳詰地区 （遊⽔地）

＜⼯事実施中＞
・相良村柳瀬地区（遊⽔地）
・球磨村渡地区 （引堤）
・球磨村渡地区 （遊⽔地） 説明会の状況(R6.6.24)

【⼈吉市⼤柿地区】

■工事実施状況

■着工式や地元説明会の様
子

○令和３年２月より順次、引堤・遊水地の候補地で説明会等を開催（計４８回開催 ※令和７年９月末現在）
○令和３年４月より順次、現地調査（測量等）、用地調査・協議を実施中
〇令和５年度より、相良村柳瀬地区において遊水地工事、球磨村渡地区において引堤工事に着手
○令和６年８月より、球磨村渡地区において、遊水地工事に着手
○令和７年９月に、人吉市中神地区において、遊水地事業着工式を開催

渡地区引堤⼯事施⼯完了(R7.7)【球磨村渡地区】

事業範
囲

施工範囲

球磨川

事業範囲

施工範囲

渡遊⽔地施⼯状況(R7.9)【球磨村渡地区】

球磨川

遊⽔地事業着⼯式の様⼦(R7.9.14)
【⼈吉市中神地区】

川辺川

柳瀬遊⽔地施⼯状況(R7.9)【相良村柳瀬地区】

施工範囲

事業範囲

25

○球磨川流域で計画中の遊水地について、関係機関が連携し流域一体となった遊水地利活用を検討中
○令和7年2月に遊水池利活用の先進事例として、良好な自然環境を保全・再生している静岡県の麻機遊水地に関係者
と視察を実施

○国・県・市町村が一体となり、地域の利活用にかかる意見を踏まえた設計や整備等を通して地域振興に貢献していく

【遊水地利活用実務者会議開催状況】

■関係機関 ： （利活用主体） 人吉市、球磨村、相良村
（事業主体） 八代河川国道事務所
（財政支援等）熊本県

遊水地利活用実務者会議

実務者会議での先進地視察を実施

遊水地の利活用に関する地元意見

中神遊水地（人吉市）
ヒアリングやワークショップで出されたアイデア
・⾊々なスポーツができる複合施設

・周囲堤の内側を使ったランニングコース
・越流堤や駐⾞場を活⽤したアーバンスポーツ
・花や季節の野菜など市⺠農園的な利⽤

アンケートでの利活⽤アイデア

・散歩道も作ってほしい
・夏まつりなどもできたら良い
・公園ドッグラン
・ヤギを飼ってはどうか
・花や緑を眺めながらのんびり散策も出来る様な場所

地域住民にアンケートを実施

静岡県

先進地視察（R7.2）

先進地視察（R7.2）

※柳瀬遊水地利活用基本計画抜粋（R7.3月末時点）

柳瀬遊水地（相良村）

あさ ばた

遊水地の利活用に関する市町村との連携 球磨川水系第11回球磨川流域治水協議会説明資料より引用
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整備箇所・整備イメージ

管理用通路等

階段護岸

床固工

管理用通路の改良
（舗装等）

護岸整備、階段護岸、
水制工、管理用通路

既存階段の改修

階段護岸、坂路工、管理用通路

人吉城跡

青井阿蘇神社

HASSENBA

中川原公園

人吉市街地

青井阿蘇神社～球磨川
山田川合流点付近

中川原公園・胸川合流点付近

城見庭園

堤防道路

くまりば

〇人吉市では「人吉市復興まちづくり計画」と連携し、地域の安心安全のため
河川管理の効率化と清流球磨川をはじめとする自然や相良700年の歴史な
どの地域資源の保全・継承、さらにその魅力を活かした水辺空間の創出によ
る観光振興など、河川の安全性を確保するとともに河川利用者の増加及び
安全性・利便性の向上を目指し水辺整備を行う。

〇令和６年８月にかわまちづくり計画が変更登録された。これから青井地区等
で整備を進めていく。

登録証の伝達式

人吉地区

かわまちづくり事業（1/2） 球磨川水系第11回球磨川流域治水協議会説明資料より引用
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管理用通路

階段

駐車スペース

坂路

坂路

荒瀬ダムボートハウス周辺

：水辺までのルート

新萩原橋周辺地区

坂本地区

〇『地域の観光資源である河川環境・景観の保全・再生』の取り組みとして、魅力ある水空間・賑わい創出を行っている。
〇八代市の新萩原橋周辺地区では、遙拝八の字広場を整備し、キャンプや水遊び、イベント等で活発な利用がされてい

る。また、坂本地区においても実行委員会で川下り体験や意見交換を行い、整備を進めている。

遙拝八の字広場と八の字堰

実行委員会で川下り体験

遙拝八の字広場

管理用通路

道の駅 坂本
イベント交流施設）

護岸（船着場を含む）

階段

道の駅坂本周辺

：水辺までのルート

管理棟

球磨川

八の字堰

かわまちづくり事業（2/2） 球磨川水系第11回球磨川流域治水協議会説明資料より引用
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進捗状況（防災活動の着実な実施・連携体制の構築）

〇球磨川流域では、流域内関係機関による流域タイムライン、市町村タイムライン、町内会単位のコミュニティタイムライン、家族単位のマイタイムライ
ンと各層でのタイムラインを運用することで、流域全体が連動して早期避難に繋げる取組みを実施。

〇流域タイムラインは、出水期前に気象情報や防災情報を共有し、災害への危機感の意識を合わせ、出水期後には、防災対応の振り返りを実施。
〇コミュニティタイムラインは、令和２年豪雨の被災箇所を優先し、自治体と協力して、早めの避難行動の計画づくりを実施。

球磨川水系

各種タイムラインの役割や連動のイメージ

■コミュニティタイムラインの取り組み

■球磨川流域タイムラインの取り組み
流域全体の連動した避難行動、各自治体の早期判断・決断を後押し等を目的に、
球磨川本川、支川、土砂災害を対象とした「流域タイムライン」を作成、毎年会議
を開催し見直しを行いながら運用。

町内会や自主防災組織の会長や役員が中心となって、住民が水害発生に備
えて事前に取るべき防災行動をコミュニティタイムラインとして整理し、地域の
防災計画を取りまとめ。

第11回球磨川流域治水協議会説明資料より加筆修正

29

令和３〜５年度の設置箇所数
令和３年度設置 計21箇所
球磨村渡地区（R4.10.24）2箇所
⼈吉市上⻘井町（R5.3.14）1箇所
⼈吉市中⻘井町（R5.3.14）4箇所
⼈吉市駒井⽥町（R5.3.14）8箇所
⼈吉市城本町（R6.3.25・28）4箇所
⼈吉市⽡屋町（R6.3.25）1箇所
⼈吉市相良町（R6.3.25・28）5箇所
⼈吉市上・下新町（R6.3.25・28）4箇所
⼈吉市下原⽥（R6.3.26）1箇所
⼈吉市下林町（R6.3.26）2箇所
⼈吉市下薩摩瀬町（R6.3.26）1箇所
⼈吉市下⼾越町（R6.3.26）1箇所
球磨村神瀬地区（R6.3.26）1箇所
球磨村渡地区（R6.3.26）2箇所
球磨村⼀勝地地区（R6.3.28）2箇所

計 60箇所
⼈吉市相良町と協働で設置

（R6.3.28）

○令和２年７月豪雨時の浸水深を示す「洪水標識」を生活空間である「まちなか」に表示することで、日頃から水防災
への意識を高め、次世代に伝える記録として残しつつ、洪水時に命を守るための住民の避難行動の目安とすること
で、被害を最小限にとどめることを目的に設置。

■令和２年７月豪雨で浸水した深さを示す「洪水標識」の設置（国、人吉市、八代市、球磨村）

球磨村⼀勝地地区と協働で設置
（R6.3.28）

⼈吉市上⻘井町と協働で設置
（R4.3.25）

人吉市

上青井町町内会長

⼈吉市上⻘井、中⻘井、駒井⽥町と協働で設置
（R5.3.14）

洪⽔標識

進捗状況（水害リスクの周知） 球磨川水系第11回球磨川流域治水協議会説明資料より引用
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【学習内容】
①防災WEST説明
 ⽔害時に⾃発的な⾏動をとり、命を守るための

グループワーク
 総評・まとめ
 ハザードマップについて
 マイタイムラインの作成
 発表・まとめ

②⼋代河川国道事務所説明
 体験実験＆講義
 防災教室（座学）
 浸⽔ドア実験

（令和６年６月１９日）八代市立麦島小学校 ５年生 計７５人

（令和６年６月１８日）八代市立植柳小学校
５年生 計４０人

（令和６年７月１６日）八代市立郡築小学校
５年生 計３１人

総評・まとめマイタイムラインの作成

防災学習 浸水ドア体験

（参加した生徒の感想）

・浸水ドアでは、少しの水の量で開けるのが
難しくなってしまうことを初めて知りました。
・写真やCG動画で逃げ遅れると命に関わる

事を学び、警報など出たらすぐに避難したい
と思いました。

〇防災学習支援事業を行っているNPO防災WESTと協働で体験型の防災学習を実施。
○浸水深３０ｃｍ～５０ｃｍあれば、容易に逃げることが出来ないことを実体験、洪水時に避難をするために必要な「早期

避難」の必要性を学習。
〇大雨、洪水時にはどう行動したらよいか、参加した生徒、教師へ呼びかけることで、家族で避難行動について改めて考

える場をつくり、早めの対策・準備につなげる。
〇生徒や教職員からは積極的な意見や次回の授業計画に関する提案が多く寄せられ、学校全体で防災活動への関心

が一層高まった。

進捗状況（平時からの住民等の防災意識醸成） 球磨川水系第11回球磨川流域治水協議会説明資料より引用
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